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２）日本の株式・債券市場

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
※現地通貨ベース ＊ ▲はマイナスを表します。

１）先週の市場動向
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日経平均株価（左軸） ＴＯＰＩＸ（右軸）

（月/日）

（円） （ポイント）データ期間：2022年5月19日～2022年8月19日（日次）

≪ 株式≫
日本株式市場（日経平均株価）は、前週末比で上昇しました。
国内の新規の材料が乏しいなか、前週に発表された米国の物価関連指標を受
け米連邦準備制度理事会（FRB）が今後の利上げペースを緩やかにするとの
思惑や、米大手小売企業の好決算を材料に上昇しました。週末にかけて、最
近の急ピッチな上昇で、心理的な節目となる29,000円を超える場面では、高
値警戒感から利益確定売りに押されたものの、週間では前週末比で上昇しま
した。



≪ 株式 ≫
米国株式市場（NYダウ）は、前週末比で横ばいとなりました。
前週に発表された物価関連指標を受け米長期金利が低下したことや、大手小
売企業の決算が好感され、週前半は上昇しました。その後、大幅減益を発表
した大手ディスカウントストアの決算が嫌気されたことや、FRB高官が９月
の米連邦公開市場委員会（FOMC）での大幅利上げを支持する姿勢を明らか
にしたことから下落したものの、週間では前週末比で横ばいとなりました。

４）外国為替市場≪債券≫
日本債券市場（10年国債金利）は、前週末比で横ばいとなりました。
週を通じて国債入札や日銀の国債買い入れオペなどのイベントが少なく、国内
の手がかりとなる材料にも乏しかったことから、欧米の長期金利の動向を受け、
一進一退となりました。

5）今週の見通しについて

米ドル/円相場は、前週末比で円安米ドル高となりました。
高インフレが続くとの見方から欧州長期金利が上昇した流れを受け、米長期
金利が上昇したことや、FRB高官が相次いで利上げに前向きな姿勢を示したこ
とから、日米の金利差拡大を意識した円売り米ドル買いが優勢となりました。
週末には、一時、約3週間ぶりとなる137円台まで円安米ドル高が進みました。
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３）米国の株式市場
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10年国債利回り
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出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
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FRBが17日（水）に公表した７月のFOMCの議事要旨では、参加者がイン
フレの抑制に向け、利上げを継続する方針を確認した一方、『ある時点で利
上げペースを減速することが適切』との認識で一致したことが明らかとなり
ました。足元では、インフレ圧力の低下を示唆する経済指標が増えつつある
ことなどから、9月以降の会合でFRBが利上げ幅を縮小するとの見方もある
ようですが、先週後半より、FRB高官によるタカ派（金融引き締め推進派）
的な発言が相次いでおり、市場ではFRBによる今後の金融政策をめぐる思惑
が交錯しています。
今週は、25～27日の日程で経済シンポジウム（ジャクソンホール会議）が
開催されます。パウエルFRB議長は26日（金）に経済見通しについて講演
する予定であり、今後の利上げペースや利上げの打ち止め時期について踏み
込んだ発言があるか注目されます。今週の株式市場は、ジャクソンホール会
議でのパウエルFRB議長の発言をめぐる思惑から、日米両市場ともに神経質
な値動きとなりそうです。



3/3

商 号 等：ニッセイアセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者
関東財務局長（金商）第369号
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【当資料に関する留意点】

• 当資料は、市場環境に関する情報の提供を目的として、ニッセイアセットマネジメントが作成したものであり、特定の有価証券等の勧誘を目的とするものでは
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加入協会：一般社団法人投資信託協会
一般社団法人日本投資顧問業協会

ニッセイアセットマネジメント株式会社
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９：00～17：00（土日祝日・年末年始を除く）

ホームページ https://www.nam.co.jp/


